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Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き�



東北CALS普及会�

n  これまでの国土交通省のＣＡＬＳ／ＥＣの経緯	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


1996年4月　「建設CALS整備基本構想」策定	


①情報交換 
②情報共有・連携 
③業務プロセスの改善 
④技術標準 
⑤国際交流・連携	


・電子入札 
・ＣＡＤ図面交換 
・電子納品 
・情報化施工 
・ＡＳＰ（工事情報共有システム）	


【統合】CALS/EC
アクションプログ
ラム	


CALS/ECアクション
プログラム２００５	


CALS/ECアクション
プログラム２００８	


「建設ＣＡＬＳ整備基本構想」	
 ⇒2010年までの対象期間とした	


2006年3月� 2009年3月� 2010年�2002年�1997年�

建設CALS/ECアクションプログラム	
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n  CALS／ＥＣの達成状況（１）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


・建設プロセスの各事業単位におけるパーツとしてのＩＣＴの活用・

整備は進んだ。 

・建設生産システム全体としての活用、展開までは至っていない。 

・電子入札は拡大した。ただし電子契約は未達成。 

・電子納品はルール化した。ただし成果品の利活用は進んでいな

い。 

・情報共有は工事施工中の実証実験を対象に実施。ただし、設計

→施工、施工→維持管理の共有はできていない。 

 ICT(Information and Communication Technology)は「情報通信技術」の略	




東北CALS普及会�

n  CALS／ＥＣの達成状況（2）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


＜調査段階＞ 

■地理情報の基準となる基盤地図情報の整備が進んでおり、ＧＩＳやＧＰ

Ｓの利用は一般化した。 

■地質情報として地盤ボーリング調査の共通ＤＢが構築されつつある。 

＜設計段階＞ 

■ＣＡＤデータ交換標準、電子納品要領等の整備と利用は進んだ。 

■電子成果品を登録する保管管理システムも一部で運用。 

□「情報センター」といった形での利活用は進んでいない。 
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n  CALS／ＥＣの達成状況（3）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


＜積算段階＞ 

□積算情報の自動化は、特に複数のプロセスにまたがった情報交換が

要求される分野であり、実用化は十分に進んでいない。 

＜工事入札から契約段階＞ 

■入札情報の電子的提供は、手法としてほぼ達成された。 

□上記プロセスに続く契約行為は、従来通り紙で行われている。 

＜工事施工段階＞ 

■工事施工中の情報共有（ＡＳＰ）は本格運用されている。 
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n  ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへの移行（１）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


『ＣＡＬＳの15年』を振り返り新たなステージへ 

一定の成果→活用�

・電子入札 
・ＣＡＤ図面交換 
・電子納品 
・情報化施工 
・ＡＳＰ（工事情報共有システム）	


一通り、地方自治体にも広がったが、導入メリットを示せない

まま、自治体別のルールが独り歩きしている。 

本来目指してきたライフサイクル 一貫した情報化のシス

テムはまだ構築されず�
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n  ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへの移行（2）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


ＢＩＭ（Building Information Modeling)（建築分野）	


○コンピュータ上に作成した3次元の形状情報に加え、室等の名

称や仕上げ、材料・部材の仕様・性能、コスト情報等、建物の属

性情報を併せもつ建物情報モデル（ＢＩＭモデル）を構築すること。	


○ＢＩＭの活用により、設計～施工、維持管理に至るまでの建築

ライフサイクルのあらゆる工程で効率化に繋がる。国際的に、試

行プロジェクトが数多くなされ、また、国際標準化が進む。	
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n  ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへの移行（3）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


CIM導入にあたっては、	

「対象物の三次元空間形状」、「時間・コストの基本情報、対象
物の属性情報」、「維持管理を考慮した計測機器の組み込み等
による高度化」が３つの重要な要素	
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n  ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへの移行（4）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	
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n  ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへの移行（5）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


写真管理基準、デジタル写真管理基準に関する動き 
（1） 現在の現場写真に係る作業の現状と課題	

・写真撮影時に、管理情報や計測値を小黒板にチョーク書きし写し込んでいる。	

・写真撮影後は、パソコンに写真データを取り込み写真管理ソフトを使用して、小黒板情
報から必要情報を手入力して整理している。 
（2）課題の改善内容と効果	

・写真画像データとともに写真管理情報を記録可能なデジタルカメラが普及している。	

・小黒板に記入している管理情報は、タブレットＰＣなどから入力し撮影時に写真データと
同時に記録することができる。これにより撮影時の小黒板記入作業や、写真整理時に管
理情報から自動分類ができるなど写真整理の作業を大幅に軽減できる。	

・さらに、写真管理項目等の情報を暗号化した写真データとして記録するため、現在より
も写真の改ざん検知機能が向上する。 
（3）改善内容の実施に向けての課題	

・現行デジタル写真管理情報基準には「写真の信憑性を考慮し、写真編集は認めない。」
とあるため、写真データに写真管理情報を記録するデジタル小黒板についても、写真編
集とみなされている。	

・また、写真管理基準に「小黒板を文字が判読できるように被写体とともに写し込むものと
する。」と明記されているため、デジタル小黒板の利用が認められていない。	
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n  ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへの移行（6）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


写真管理基準、デジタル写真管理基準に関する動き 
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n  ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへの移行（7）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


写真管理基準、デジタル写真管理基準に関する動き・提案 
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n  ＣＡＬＳ／ＥＣからＣＩＭへの移行（8）	


Ⅰ　ＣＡＬＳの現状と今後の動き	


数量算出要領の取り扱いを見直し、施工管理で活用することへの動き・提案	


（1）プロダクトモデルを活用した数量算出の提案	

積算、施工分野へのプロダクトモデルの活用に当たっては、数量算出に3D－
CAD を利用できるようにすることが不可欠。現在の国土交通省の数量産出要
領では、面積の計算については「結果の確認をした上で」CAD ソフトによる算
出結果の適用を認めているが、体積の計算についてはCADソフトによる計算
結果の適用は認められていない。プロダクトモデルを活用した数量算出を行う
ためには、数量算出要領を改訂することが望まれる。	



